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 子宮舶の予後 を左右する重大な因 子の 一つと して 担体の防衛 力が あげ られる。 この 担体の防衛
 力はイ晒湖山組織の態度の差として表現されることが明らかにな り、 更にこの防衛反応に局所の自
 律 神 嫡幾能が関 与することが予想され た・ そこ で純 aユC Ohol注 入に よる 労頚 着目 律 衿経叢 の破
 壊に よる磯 能廃 絶乃至低下, 及び仔牛翻下帳 より抽出 した 神経発 育促進因子 (nerve growth
 !⊃ r・ 輯、}〇七ing fac℃or, 以下NαFと略) 投与に よる機能亢進が実験的子宮癌の発生及 びそ
 の進展に いか な る影 響を与え るかにつ いて 検討を試みた。
 実験材料と方法
 dd. 系成 熟雌 マウ」を用 い開腹後子宮頚管に Ml!r玉) h7 の8七ring method を改良 した阪
 大。滝。飯 農法によウ 20一貫ie tl hy'■cho■殿threne 糸 `以下MC糸 と略) を挿入 し対照群
 と した。 同様Me糸を挿入時, 脅頚管担経叢をねらって純alcohQ1 を 両卿…に約 0.1ccづつ
 注入 し∂■oohoユ block緯と し.た。 又}{C糸挿入後・ 1回1〔〕9μg (ξ)N G・ F を週2回づつ屠
 殺時 (7週～1i週) 唾 で遮編 して皮 下注射しN 〔} F注射群と した。
            美瑛成寵.1と考察
 MO糸挿 入後の頸管上皮・つ 変化 を良性増殖, 異型増殖, 上皮内 屈・ 浸潤 触に分 け一 検討 した。 浸
 潤癌の発生は対照群で72匹中45匹 (5 97%) に, al cohol block群 では 早期 よ9高
 墨に出現 し57匹『r=2ア匹 17 ろ.9 %) 彰・二言Fめた。 ～これに廼rし:・le F注射`箏では54匹中1 5匹
 (2 4.1%) にすぎ庚かつたが, 上皮内嬉をめ18%に直談∬虹,、.'じfing mo'じh()Uに!よる発
 癌はきわめて速いの で, 上長1内貼の発生1嘘低墨で今回の実験 でも と1 ・〕っhol bloCk群では全
 く認めず, 対照群 ても わずか1例 認めたの み である。 N臼F注射撫 で発 :苗継が低く上皮内顧 を多
 ぐ 認め たこ と :改・ N 葺 Fカ∫与邑ヲ垣生勿質1てさ ら された細1泡ゼ)プ苗イヒを抑翻」づ隔る と「司日寺に, 勲〕イヒ し、た細甘包
 の浸潤性発育を郷簡することを示すと考えられる。 浸潤糖の発生 部位は答辞ともほぼ同様の傾向
 で頸管部に限局 した ものが4 2.7%と一茶多く, これに頚管及 び子宮膣部のもの を加えた頚管の
 「{一i・哉 L.}赴も の1版6 Z 1% にジ琶 し二岳ヒこ M e糸弼i入後の週,孜と窪田易の;大1き さ を見る と, a,ICOhO1
 'o■ocヒ群では 早期より直径1溜をこえるものが多かったが, }1 〔} F注射群では10週でも1麗
 一ヲ'一ドのもの が多く瞳場の塔ナ:力朝ユ硝 さ。f1 ろことか分 つπ。 絹織字的検索 で働弄価剋の異型度は,
 二一! rl hOI b]一〇〇kネ倖 で1弓:「戸等農:⊥ヌ上ご) 興1翌 を示すも のガ1多 ぐ, NG F泊三身寸1洋 で1す・1藍慶1のもの
 がア 6.9%と大都分を占めた。 又対照緋で5 4.8%と約半数が簇出・在を示さなかつ「たが alco一




 hol b■ock酷では簇出性を示さなレ、ものは1 1.1%にづ一ぎず高度の簇出性を示したものが,
 29ア% と多かった。 1・1 α F狂射群 では簇出性傾r司が乏 しぐ, 全く簇出性 を示さないも のが 6・1,5
 %と一番多かった。 これに対 し結合載増生はal COhO コ・ b■§Ck 粛三 て乏 しく, 増生 を伴わない
 ものが6 5.0 %と圧倒的に多いのにNGF注射欝では中等慶以上の増生を示すものが多く高度の
 増生 を示 したものも 1 5.4%あっ た。 この 成績からも子宮 1漸の浸潤'性発 育に 対する担体の防衛力
 は勢頚管呂律神経叢 の機能と密接な関係 を有する と考えるこ とが出来る,、
 無処置マウスの労頸管 神縄叢はほほ総頻管中 央より,膣の中間にかけ存在 し大 きさは平均950
 ×100μと細長レ・ が大刷 して上中下5コ ¢)膨大郡よ 動なる。 a■ coho1 注入後 5臼目で勇頸
 管 神経節には強い出 日並 と細1包浸潤が見ら・'レ 神・1蚤細胞 は空胞 変性・ 核濃縮, 膨化等変性像 を示し
 た。 注入後10 白目以後 では・ 神経筋の 大きさ1τ虻対照と変らない力簡 rコ の 魯1.蚤細胞 の数は減少 し
 大都分は情合織 に置湊 されていた。 しか し注入方向の誤 重り から健存するも ¢)もあ り, 障害墨は平
 均6 0.6% であった。 NαFI注射享拝 で幻1孝甲・径餅fは単や1三[『大し, 平均106 〔〕 X150 μで, 初経
 細胞の数も多く しかも宇恥ぞ細胞1コ1コがか左り肥大 しているため, 箇中¢) 神経細麗の密度がき
 わめて高ぐなっていた。 各群の労頚管神経叢鰭害度を見ると当然のととながらaユeoho■
 b■ockマ洋が各ユ固 とも 6D 秀 と星章害1i夏カヌー番・高レ、。 文・1照ブ窪 でldi 7遍 8二彊は1七i鮫白勺低墨 (2 5 % 蔭丁
 後) であるが9遍以後急激に増加すろことが分つた。 }1 σF注射舞 では各週とも きわめて低累で
 95%にす ぎな い。 更に各群ごとに非癌, 上皮内楓, 食溜懸にf}けて検討すると, 対照群 では非
 髄が1 8.2% しか障害され。ていないのに浸潤動・は 5 5、6%とa■c⊂〕hcl b'LOCk群と変らない
 瞳害璽を示 し・ NひF注射群でも全休に低率 であるカリ鼻プ睡 91 7 チ裁て対 し便マ:1葛癖皇 5.4%と同様癌
 群の方が高躯に障i害されていた。 このことは碇li」晒1発生の結果と し、ても労頻管神経節の障害が起
 りえることを示 している。 上皮内癌 で阻害が全ぐ認めら才1. ないこ,と li …喚 わめ て興味深い。
 労頻管 裾蚤節の瞳警邏 と発 1曲痙が きわめてよく一致すろ 点, }1 ・3 F注射群に壽ける上皮内 屈の
 増加, 浸潤舶に対する周囲 間質の 防衛力の増大専 症考え合せると, 健全な自律神1俸機能は 糖の茂
 畑性発育を抑制ナるということが出来るr つま 糖 1. っ !・の■ blockによる労頸菅神訴登行の障
 壁ぱ 担体の 防衛力を減弱させ細胞 の癌化 を直ちに授謎 角に ま て進展させ・るが, 逆に r措 F注射に
                              ヴ
 よろ亨驕逢燐∫のf呆全は担・体の防衛力を強化 し癌化 した緬、池を'その 'ま 妥バ畷ご[㌔{ 1縁 じこめる “とレ、




 aユcohr)1 b■ockに よる労頚管目 雌祈1爵も護 の破壊は担体の!lllJflF『カ を{戎弱させ, 実1検的子宮
 届の発生及 びその進展を促進する。 これに対 し・ 神経 発育促進 因 子 11i三好による労鎖管」 臼矩 神蜷
 叢のf海目航進は担体¢)防衛力 をli重匙 し, 子宮ヲ蕗の浸潤・性発'首にま'Tし仰il識1勺1て働く こと〕が分つ骸。
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 審査結果の要旨
 子宮癌の転 移 は 癌周囲紬織の防衛力に左右され為が, この防衛力はホルモンより も自律神経
 機能 と関係する ものでは ないかと言う推定の下に, 筆者は次の如き実験 を行なつ た。
 d己 系 成熟雌マウスを開腹後, 子宮に20- methyユchoユan 晦rene を浸 した糸 (MG
 糸) を挿入 し, 他に処置をしないものを対照群と した。 前記糸挿入と同時に勇頸管神経叢をねら
 って純アル コ.一ルを両側に約 α1㏄ずつ注入 し, これをアルコール・ ブロック群とす る。 また,
 糸挿入後, 1回 鎚 0μ解の神経発育促進因子NGF を週2回宛屠殺時 (7 ～11 週) まで連続皮
 下注射 し, これをNαF 注射群とする。
 実験. 成績を要約する に
 魔) 浸潤癌発生率は対照群て 597%, アルコール・ ブ・ック群で750%, NGF 注射群で
 は2 4.{%であっ た。 即 'ら, アルコール・ ブ・ツク群では発生率が高 く, 溝GF 注射群では発生
 率が低い。 な お㌧ アルコール・ ブ・ツク群では発生率 が高いほかに早期か ら発癌する もの が多か
 った0
 2) 上皮内癌発見率はアル∬一ル・ブ・ツク群では 馬 対照群では僅かに零例であるのに,
 NGP 群では2 4.弓%てあった。 このことは発生した癌 も, NαF 注射によって, 進展が抑制さ
 れ・ いわば癌が封じこめ られる傾向にある ことを示 してい る0
 5) 腫瘍の発奮はアルコール・ブロックで対照よりも速かであり, 煎GF 注射て遅ぐなった0
 4) 簇出性はアルコール・ブ・ック群ては高度のもの が多 く7 NGF 群では簇出性傾向が乏 し
 かった。 結合織増生はアルコール・ブ・ツク群 で乏 しく, NGF 注射群ては著 し.い傾向を示 した0
 5) 勢頸管神経叢の神経細胞は・ 浸潤短,例に於て・ 非癌より も障害されていたが・ 上皮内癌例
 ては非癌 と変りはなかつ た。 このことは, 浸潤癌によつ て労頸管神経叢が障害されることを示し
 ている。
 これらの実験 成績は, 勇頚管神経叢の障害は 担体の防衛力を減弱させ, 癌の進展を促進させる
 こと を示 し, 癌が発生すれぱ, 逆に神経叢を障害することを示 している。 また, 神経発育促進因
 子に より神経叢 の機能を促進することは防衛 力を強化 し, 癌を封 じこめる作用のあること を示す
 ものである。
 この実験 成果は個体防衛 力強化によって, 痴転移 を防止する一つ の方法 を開発 した ものてあり,
 学位授与に価づ一る ものと判定 した。
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